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九州地域地質センタｰの岡本鉱物標本

2画標本の目録づくり大作戦

吉井守正1)

はじめに

地質調査所九州地域地質センタｰ3階の標本室に岡本

鉱物標本が約700点展示されている.これらは福岡駐在

員事務所(当時)の稲井信雄所長の働きかけで,岡本要八

郎博士から1959年以来,数回にわたって譲渡されたもの

である.当時のいきさつは前回に述べた(吉井,1990b).

これらの標本についてはr岡本コレクション鉱物性状

一覧表｣が1960年に,｢岡本コレクション鉱物標本目録｣

が1962年に,それぞれ謄写印刷されて福岡駐在員泰務所

から刊行された.

さて,筆者が同センタｰに赴任した1986年当時は,展

示品以外の標本は別室の木製標本戸棚に保存されてい

た.筆者は標本管理の改善と部屋の有効利用の一石二鳥

をねらって,鋼鉄製引出しを1987年から2ケ年計画で購

入し,標本室の壁沿いに配置して,そこへ保存標本を移

した.これで標本の展示替えや研究がやり易くたった

(写真1)･

ところで,岡本標本の｢店番｣をしていると,当然の

ことだから標本内容について訪問客から尋ねられること

が多い･展示標本については,過去に本所で調査し,ラ

ベルにはM6600番台に始まる4桁の番号が付けられてい

る.これはGEMS(地質標本管理･検索システム)の登録

番号だと筆者は思ったから,関係のリストを入手して見

学考の便宜を計ろうと考えた.だが1986年の秋,本所に

間い合わせたところ,たしのつぶて.どうやらそんた物

は作ってたいらしい.GEMSに未登録ということも判

明した.

事情はともあれ,展示品のリストがたいのは不便だ

し,怠慢でもある･そこで,上記の｢岡本コレクション

鉱物標本目録｣の内容をコンピュｰタに入力してMS-

DOSファイルを作り,すべての標本を縦横無尽に検索

できるようにしよう,と筆者は軽い気持ちで考えた.

ところが,いざ作業を始めてみると,その第一歩で傍

然とするような大間題に突き当たったのである.以下,

それにまつわる悪戦苦闘の記録である･

写真1保存標本を収納する鋼鉄製引出し･

1.まぼろしだった｢標本目録｣

筆者は上に挙げた福岡駐在員事務所の刊行物を読んで

みた.まずr岡本コレクション鉱物性状一覧表｣は,こ

れがもし標題通りたら,立派た記載鉱物学的研究成果で

ある.だが実際には,標本そのものの性質を記載したも

のではたく,標本にある鉱物の一般的性質を鉱物辞典か

ら書き写し,それに該当する標本の番号を列挙しただげ

のものである･作成者には失礼だけれども,これではあ

まり役に立たたい.

他方,｢岡本コレクション鉱物標本目録｣には2,425点

の標本が掲載されている｡そこで念のために,ガラスケ

ｰスに入っている展示標本を抜取検査式に目録と照合し

てみた.ところがその内容が実際と食い違っている箇所

が続出した.

納得のいか頗まま,たおも照合作業を続けた結果,目

録の1001番から2000番までは,鉱物が種類別に配列され

て,目録の番号は標本番号(標本自体に書かれた原番号)

とは無関係なことが判明した.これでは標本の検索がで

きず,r目録｣としては致命的である･

｢この現実は何なのだ!｣

筆者は一挙に気が重くたった｡

既に退職している先輩達数人に,当時の状況を間い合

1)地質調査所鉱物資源部

キｰワｰド:岡本鉱物標本,九州地域地質センタｰ
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わせてみた.だが何しろ30年近くも昔のことなので,関

係者の記憶も薄れている.それに目録が違っていたこと

は,関係者にとっても｢初耳｣であった｡標本を受け入

れた当時,その内容を数冊のノｰトに記録Lたという話

も聞いた.そこで所内を隈たく探してみたが,そのよう

たノｰトは見つからなかった.

Lかし幸いにも,標本に関する一群の検索カｰドを所

内の一隅で見いだした.カｰドは数種類あって標本番号

順･鉱物名順･産地順の検索ができるようになってい

る｡その中にある標本番号順のカｰドを調べると,標本

の実際と大体合致していることが分かった.どうやらこ

のカｰドが目録の基にたっているらLい.ただしこのカ

ｰドは2000番までしかない.そこで,2000番まではカｰ

ドを基本に,2001番以降については,さきほどの目録に

従ってリストを作り直すことにした.

2｡連日のワｰプロ作業

標本リストを作るのが,どのくらいの作業量にたるの

か見当がつかたいので,とにかくやってみるしかたかっ

た.パｰソナルコンピュｰタはNEC-98XAを,日本語

ワｰドプロセッサのソフトウェアはVJE-Penをそれぞ

れ用いた.VJE-Penは日本語フロントプロセッサに

VJE一βを用いているので,全角の漢字･仮名と半角の英

数カナ文字が入り混じる文章の入力操作に優れており,

出来上がる文書はMS-DOSテキストだから,ほかの文

書との共通性もある.

各標本の項目は標本番号･鉱物和名･同英名･産地･

備考の順に並べた､産地の項には2桁の地域コｰドを付

けた.これは九州地域地質センタｰの未公表研究資料を

整理した際にも用いたもので,デｰタを地域順に配列す

るのに役立つ(吉井,1990a)｡

デｰタは標本番号順に入力した.作業ぽ毎日少Lずつ

続けた.鉱物名や地名には歴史的変遷があるが,原則と

して目録またはカｰドに書いてある.通2を入力.し,あえ

て統一をとらたかった.中国だと漢字圏地域あ地名にぼ,

その読み方さえ分からないJIS第2水準6漢字あミ.しばし

ば出て,調べるのに時間を取られた.デｰタの入力速度

は,平均すると1時間に50件分がせい畦いであった.

当時,カｰド作りを数人が分担したらしい様子が,筆

跡の違いから読み取れた.しっかりした記載がある半

面,鉱物の英名をどうやっても読めたい書体で書く人も

いた･和名が正しく書かれていれぼよいのだが,そちら

もさっぱり読めたいという場合もあった.

岡本博士から譲渡された時,標本はひとつずつ新聞紙

に包まれていたという･それを開くと,鉱物名や産地が

1990年11月号

!苓!

第1図岡本博士自筆の

標本ラベル.

文字は,上がr藍銅鉱,

aZurite,山口,美彌郡,

長登鉱山｣,下がr大牟

田のsandstoneba11,黒

田秀隆(採集者),1957

皿,火中ではれつ(破裂)

する｣と読む.

博士の達筆た文字で書かれたデパｰトの包装紙だと,粗

末た紙が付けられていた.この実物は一部現在も残され

ているが,専門外の人には判読が大変だったと思う(第

1図)･

入力の途中で,記載内容に疑問が出るたびに調べ始め

ると,時間がどんどん経って作業は一向に進まだい･そ

こで当面は細かい事にはこだわらず,｢間違いと分かる

ものは間違いではたい｣と割り切って作業を続けること

にした.

3.メモリｰ容量との闘い

こうして1ケ月以上かかった入力作業が一応終了し,

標本2,425個分のデｰタが1枚のフ回ツピディスクに収

まった.このリストから鉱物英名順と産地順のリストを

作ることにした.標本の実態調査を行うためである.

鉱物英名順と産瑚1廣のリストを作るために,デｰタの

ソｰト(並べ替え)をMS-DOSのSORTコマンドで試

みたところ,｢メモリｰが足りたい｣旨のメッセｰジが

出て門前払いにたった.そこで以前に自作したBASIC

プログラムでも試みたが,やはりメモリｰ不足で実行不

能だった･どうやらデｰタの規模がMS-DOSで割り当

てられているメモリｰ容量を超えているらしい･しかし

ここで挫折したのでは元も子もたい1奉者は少しフタ÷

を冷やすことにした｡

Lほらく経ったある夜,筆者は眠れぬままに床の中で

ソｰトの問題について思い巡らしていた.そして1つの

アイデアが浮かんだ.ソｰトするときメモリｰが不足す

るのたら,デｰタの一部をコンピュｰタの外に出せばよ

い･具体的にはフロッピディスクに書き出して,それを

ソｰトしたのちに再び書き戻すことにしよう･細かい事

はともかく,これが最善であろう.�
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デｰタのソｰトについては,ある程度経験がある.筆

者のやり方は,デｰタをメモリｰの中で移動させず,取

り扱う順序だけを定めるもので,この方法は時間の短縮

にもなる.

ソｰトはコンピュｰタがもっとも苦手とする作業だか

ら,一般に時間がかかる.それをスピｰド･アップさせ

る方法は,これまでさまざまに工夫されてきた.だがこ

の際は簡素なプ目グラムの方がメモリｰを食わたいし,

誤動作だとの心配もないと考え,｢スロｰ･アンド･ス

テディ方式｣でやることにした.

筆者が今回考案したソｰトのプログラムは次の通りで

ある.

あらかじめ使用考は,標本リストのソｰトすべき項目

(キｰ)が始まる桁位置(左から何文字目か)と,その項目

の文字数を(例えば鉱物英名なら31文字目から15文字という

具合に)指定しておく.

ソｰトは次の手順で行う.

ユ)標本リストの内容を原ファイルから1行ずつ読

み,それを補助用のディスクにあるランダムファイル

(デｰタを順不同に呼び出せるファイル)に書き込む.

2)そのデｰタのキｰの文字列(上の例では31文字目か

ら15文字分)を1次元配列に入れる.

このようにして原ファイルの内容をすべてランダムフ

ァイルに書き写した結果,ランダムファイルの第i番目

にあるデｰタのキｰは,配列でも第i番目に入れられて

いる･このランダムファイルは,いわば貨車を入れ換え

るr操車場｣である･ここまでの行程を第2図に示す.

プログラムリストでは,必要た行程だけが記してある.

次に,

3)1次元配列の中をソｰトする.実際にはソｰトの

結果得られる順番を定めるだけである､その順番に当た

*デｰタを原ファイルからランダムファイルiこ書き写し.ソｰトする文字列(キｰ)を配

列正$Olこ入力するまでのあらまし.

1OI-S㎝TD^T.E^S'一(o)IOS削11Hori皿asa1曹90.臼0227

』OD醐･C駅${2㈲←キｰの初期値.

100N･4000←取り扱うデｰタ数の最大値.

ユ20DlHD旺㈹､S舳〕

エ50F1肌D#2-140ムS旧$←ランダムファイルの文字長設定.

51000S皿田‡PROC圃SS

百10E冊D←ここまでが主プログラム.

620ヰP喀OC正≡SS

7300P酬rS躬FO田川PuT^S#1←ソｰトする原ファイルを開く.

7400pEHrR$^S棚←ランダムファイルを開く.

750ト0

760#L一田P

仰O1rEOr{1〕丁冊H‡ST←デｰタを読み終ったらソｰトの行程(第3図,8島O行)へ.

伽L川匝川PuT#1.^$←原ファイル内容の詰み込み.

"oト1+1

800工F｣B〉1丁咀E皿オLlP2

8工OLS嘔TB$･^$←デｰタを左詰めにする

820PuT#2.I←ランダムファイルヘの害き出し.

8ヨO“LlP2

MO皿$ω･HlD$(^$.C.LO〕←キｰの配列への入力.

邊1060TO幸L工HP

るキｰを検索する.それが配列の第n番目にあれば,ラ

ンダムファイルの第n番目の内容をソｰト結果を入れる

ファイルに書き写す.

4)配列申の同じキｰを検索し,ランダムファイノレか

ら,ソｰト結果用ファイルに書き写す(ソｰトを省略して

スピｰドアップさせるため)･

5)上記の3)へ戻り,次のキｰを探す.

以上の操作を繰り返す(第3図).

今回の例ではソニトに数時間かかる･しかも鉱物英名

順･産地順など数種類のリストをセットにして作るの

で,約半目がかる.そこで,これら一連の作業を順次連

続Lて実行(バッチ処理)することにした.

プログラムは退庁時にスタｰトさせ,｢夜行列車｣式

に深夜走らせて翌朝までに結果を得る.このようにすれ

ぼ,目申は別の仕事にコンピュｰタが使えるので効率が

よい.標本番号順･鉱物英名順･産地順の各リストが,

取り敢えず出来上がった.

辺.番号のトラブル続出

今回作成した各種の標本リストを基にして,まず展示

標本の実態調査に着手した.作業は,標本室の設計も手

*ソｰト操作と,結果をランダムファイルから書き写す行程のあらまし..

呂80‡ST←(第2図,770行からつづき)

島90CLOS壇革1

9000PEHFD$FO喀OUTPUT^S#工←ソｰト結果用ファイルを開く.

骨10田1=1

臼茗OPRIHT-Li而e皿u皿1〕e1'=1:H1

9君OFO冊1;1TOHl

g仙z$官D甲$←キｰの初期値

950FO田｣･H1TO1ST厘P-1←同一の文字列をもつデｰタを(標本番号の)順

･月;に百コタ阯させるために言十萎負暑呈をj塑厘Iしする.

9盾OlFS舳〕丁冊H洲XT｣1←ここ蜷値があればソｰト処理済(11島O行参照).

9-01F匝$(｣〕く･Z$T11酬Z$･D${』)川･j←ソｰト行程の心臓部.

9壇OヰH茸丁｣1=HE五丁』

99000S㎜E“ST9←(下記サブルｰチン参照)

一0102i岳･D${川←同一のキｰをもつデｰタを検索する､

1020肝O喀｣2=iTOH1

10301FS珀(｣2)THEH#HXT｣2

ユ0401F皿$(｣2)く〉五1$TH嘔咀舳丁｣2.

1050卜I+1

1o置｡』i!』2

10-OOOSuB‡ST9

10邊O“冊XT』呈:冊EXTJ2

1090‡HXTl:咄咀XT1

�〰�体�

111OP旺IHT一一一一一』Ol;EHD一一一一

ユ120冊ETuRH

*ランダムファイルからチｰタを書き写すサブルｰチン

���吹

1ユ80S監O1)･』1←ランダムファイルのレ目一ド番号を記入("O行参照).

淵洲W帆1:

1210GET#2.』1←ランダムファイルからの読み込み､

工220S$=正ヨ$

工2室OOOS咀B‡㎝TSP←(下記サブルｰチン参照)

1240P且1HTS$

ユ250P正川下剤IS$←ソｰト結果用ファイルヘの書き出し.

1260睨嘔丁皿咀皿

*デｰタの末尾に付いているスペｰスを切り落とすサブルｰチン

11室O#CuTSP

』!杣L･L酬{s$)

11501nlO咀丁$(S$.ユ)･''丁咀酬S$･…D${S$.1,L-1):OOT01140

1160冊ET凹皿皿

1室OO酬D

第2図ソｰト用プログラムのリスト前半部･

第3図ソｰト用プログラムのリスト後半部.
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がけて標本について熟知している元九州出張所長の原田

種成氏にアルバイトの形でやってもらうことにした.

展示標本をリストと照合するうちに,リストに見いだ

せたい標本や同番の標本が続出した･リストにない場合

は標本ラベルの記事を別表に書き出した.同番の標本

は,リストに記載されているものは標本番号にA,リス

トにたいものにはB(さらに重複すればC,D.つの枝番を

付けて区別した｡

リストにない標本が,最終的には展示晶の30%に及ん

だ.調査が進むに従って,これまで知られていたかった

岡本標本の根本間題が,次第に浮き彫りにたり,予想外

の厄介た展開になった｡

トラブルはそれだけではたかった.冒頭にも述べたよ

うに,展示標本のラベルには既にM6600番台に始まる番

号が付いている･当然その基とたったリストが本所にあ

るはずである.そこでこの件について1988年秋に改めて

本所の坂巻幸雄地質標準課長(当時)に間い合わせた･

坂巻課長によると,本所には古くから標本台帳があ

り,その番号が現在のGEMS登録番号に引き継がれて

いるという.台帳には岡本標本もあり,6601番に始まる

番号が付けられている･送ってもらったコピｰを見る

と,その内容は筆者が利用した標本番号順カｰドと同じ

で,数も2,000個分だけ記載されていた.

ところが展示標本の｢M｣番号は本所の台帳と違って

いる.番号の範囲が似ているだげに紛らわしい.標本の

番号に,またひとつ混乱が加わったことになる･

この件について坂巻課長と協議の結果,他の標本との

横並びという観点から,上記の番号はGEMS番号,す

たわち台帳の番号に従って改番し,本所の台帳にたい標

本,つまり標本番号2001番以降と同番のために枝番が付

いたものには,新たにM27000番台の番号を割り当てる

ことになった.

5.r搭乗券｣の発行

GEMS番号が割り当てられたのを受けて,標本番号

順リストにGEMS番号の欄を設けた.標本登録は本所

の仕事だが,この際に準備だげしておけぼ,あとが楽だ

ろうという配慮からである.

この記入作業は,確実を期するために,プログラムを

組んでコンピュｰタで行った.リストの標本番号をコン

ピュｰタに読ませ,それに枝番がたいか,または枝番が

Aたらほ,その標本は本所の台帳にもあるので,M6601

番に始まる番号を付けた(台帳では,ところどころ番号が飛

んでいるので,その判断も加えた)｡それ以外の標本にはM

27001番以降の番号を付けた.これらをリストに直接書

1990年11月号

き込んだ.

展示品の｢M｣番号の改番に伴って,そのラベルの書

き換えが必要にたった.そこで,展示品ばかりでたくリ

ストに記載されている全標本のラベルにGEMS番号を

貼り付けることにした.

これもプログラムを組んでコンピュｰタにやらせた.

作業は,先ほどのリストから標本番号とGEMS番号を

読み出して,その一覧表を,裏面に接着剤が付いた台紙

に印刷Lた.それから先は手作業にたるが,カッタｰナ

イフで標本1個分ずつを台紙から切り取り,該当する標

本のラベルに貼り付けた.

この方法によれば,誤って同番を付けたり,付け落し

や付け違いをするミスが防げるし,作業の進み具合も,

台紙に残っている番号の数で見当がつく.展示標本のラ

ベルを張りおえた段階で,台紙に残っている分は,理論

的には保存標本用のはずである.

ちたみにこのアイデアは,航空合杜が空港のカウンタ

ｰで,飛行機の座席番号を台紙から切り取って,搭乗券

に貼る方法にヒントを得たものである.

6.5割もふえた標本数

以上のようだ予想外の困難と闘って,だいぶ回り道を

余儀なくされたがらも,1989年春にようやく展示標本の

リストが一応出来上がった(吉井･原田,1989)･

それに引き続いて保存標本の調査に着手した･今度は

標本の数も多く,高い所は脚立に乗って出し入れするた

ど重労働を伴うが,これも原田氏に進めても弔うことに

した.

保存標本には同番が目立ち,どうやら標本の総数は予

想よりも大幅に増える見通しとたった｡リストにない標

本は,ラベルの内容を別表に書き出さねぼたらず,同番

が大量に出ると,手作業にかたりの時間がかかった.一

時はどうたることかと思ったが,約半年後にようやく保

存標本の実態調査が終った.

結局標本の実数は,所在不明も含めると公称より50房

も多い3,700個以上にのぼることが判明した.標本番号

は1番から1530番付近まで,しっかりとダブっていた.

これは単純ミスによる二重登録というよりは,もっと本

質的た原因によるものらしい･岡本標本には2系統ある

のではたいかとさえ思えてきた.ちたみに,同番の標本

が最初の予想を上回って1,000個を超えたので,'GEMS

番号はさらにM26250番以降をも当てることにたった｡

リストには新たに｢格納場所｣の項を追加した.これ

で標本がどこにあるか,取り出した標本をどこへ戻すべ

きかが明確にたる･別表に書き出した同番標本の人カム�
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終了した.基本台帳である標本番号順リストは,1ぺ一

ジに50個ずつが掲載されて全75ぺ一ジ,約330キロバイ

トの規模にたった.

これだけのデｰタをソｰトするのサこ,先ほどの方法で

メモリｰが不足しないか一抹の不安があった｡もLメモ

リが足らなくたれぼ,最悪の場合,これまでの努力が水

泡に帰するので,ここは頑張りどころである.

祈るようだ気持ちで,例のソｰト用プ回グラムにかげ

てみた･ソｰトする項目の文字長を15文字程度にまで短

縮すると,キｰの文字列を配列へ書き込むことができ

た.これでも実用上は,まずさしつかえない.ラ1/ダム

フアイルの方は,標本全部を収容した段階で900キロバ

イトの量だから･補助用のディスクがユメガバイト級な

ら,まだ余裕がある.ひと安心だ.

標本の数が最初の50%も増したので,ソｰトの所要時

間は以前の2倍を超える.一連のパッチ処理に丸1目か

かるのは困るので,プログラムをコンパイラｰBASIC

で走らせて約3倍のスピｰドアップを計った､ちたみ

に,コンパイラｰBASICによる所要時間は,標本番号

順リストから鉱物英名順リストを作る場合,PC-9801yX

クラスで2時間,32ビットマシンのPC-98RLでは約40

分である.

このよらにして,岡本標本の金品リストの｢暫定版｣

が一応出来上がったのである(第4図).

7.鉱物標本に見る岡本博士

筆者はプログラムを組んで標本リストの情報を集計し

てみた.まず,鉱物の種類は約800種,標本数の多い順

にベスト20を調べると第1表のようにたる.それによる

と標本数の第1位は水晶であった.逆に鉱石鉱物は自然

金･錫石･閃亜鉛鉱など数種類に過ぎない.ベスト20ま

でに限れば,淡色または色鮮やかた透明鉱物が目立つ.

化学組成的には珪酸塩がかなり含まれている.

標本の産地は約130地域,そのベスト20を第2表に示

す.第1位はアメリカで,これは博士が台湾総督府に勤

務していた時代に･珍しい標本をアメリカの業者から精

力的に購入Lた結果である(吉井,ユ990b,1990c).

我が国に隣接する東アジアの諸地域が10位までに入っ

ているのも,博士の台湾生活と関係があり,博士が中国

大陸だとの広大た地質構造に興味を抱いていたことは,

その生前の録音からも推察できる(吉井,1990b).

産地の第2位は,博士の地元でもある福岡県で,福岡

市長垂のものが大半である.以下,岐阜県は苗木,福島

県は石川山が主体で,これらはいずれもペグマタイト鉱

物の産地である･そこには当然,色の美しい犬型の鉱物

結晶が多数産出するので,鉱物愛好家は誰しも魅せられ

るのであろう.

標本の数が多い鉱物は収集者がそれだけ深い興味を抱

いていた証であろう.このような観点に立つと,鉱物コ

標本GEHS

番号番号鉱物名鉱物英名

格納場所産地

展示保存

(番号は地域コｰド)備考

*1.標本番号順リスト

革ユ五〃660μ輝コパ洲鉱

#1BW6250輝緑凝灰岩

#2AM6602チェフキソ石

#2日H26251川ウスマフ鉱

#3^M6503トル石

#3周H27舳#桜石

#4ム"6604プ日ム林ランド石

#4B"26252クロム雲母

#5^"6605#瀦青ウラン鉱

*2,鉱物英名順リスト

舳59M8369幸斑銅鉱

#i925軸昌535斑銅鉱

#m8^H762壇プづシジェ鉱

#161邑Ma228ブｰランジェ鉱

#175^M6775幸章骨鉱

#275^㎜舳5章骨鉱

#8湖㎜2舳2車骨鉱

#1293^H7903幸車骨鉱

#1858H8468車骨鉱

#390川一〇〇〇#プラ〃鉱

*3､産地順リズム

#799B"25舳方解石

#i1O1B刑27700菱沸石

#1453H80榊方解石

#2369H273榊方解頁

#11"BH2-727ヅイヘ叩ア林

#161王㎜8221方鉛鉱

舳03㎜8H3硬石膏

#1“5"8055紫水晶

#1499M810蝸高温石英

#96B㎜26337硫黄

｡obaIt{te
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�慵�楴攀

��楴攀

捨慢�楴攀
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条��

a皿hydrite

a面ethyst

quartz,h呈曲

獵汐桵爀

��

卩�

��

SO一

��

��

��
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S王O

F21幸03ノ"ウエｰ

E2062京都府乙訓郡大原野村灰各

州巴62京都府中郡大宮町河辺

^0761滋賀県栗太郡治田村五百井鉱山

B250ヨ'^ウエｰ

E〃#75山口県玖珂郡

C0403ノル中工一七テスタ'ル

D0834埼玉県入間郡越生町小杉

B22#03イキｰリス

A2㍑64兵庫県梯原鉱山

ム23×66和歌山県妙法鉱山

B0525秋田県鹿角郡尾去沢鉱山

B050ヨチュ]知パキアボヘミア

ｰ幸03^ンポリｰ

一x02台湾台北金瓜石鉱山

B0534埼玉県秩父鉱山

B05-34埼玉県秩父郡秩父鉱山大黒坑地並通洞

B05五34埼玉県秩父郡秩父鉱山

P21幸93長繭県西彼杵郡琴海村

C172吾岩手県和賀郡湯田町天王沢鉱山

D2023岩手県和賀郡岩崎村

C18り3岩手県和費郡水沢鉱山

Ci3り3岩手県和賀郡和費町岩蜷水沢鉱山

量2324岩手県富古市千徳町上根市

B0424宮城県高田鉱山

C工5×24宮城算加美郡富碕村

D2224宮城県刈田郡小原

一#2且宮城県郷六

B1524宮城県玉造郡鳴手町鳴子

閃安鉛鉱

第4図

今回作った岡本標本リ

ストの一都.

上から,標本番号順

･鉱物英名順･産地順

那atiteを伴つの各リスト.実際には

それぞれ75べ一ジずつ

ある.

考印1ま展示標本

地質ニュｰス435号�
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策1表鉱物別の標本数ベスト20

第2表産地別の標本数ベスト20

順位鉱物名(英名)標本数順位

地域名標本数

1水晶rock一･crysta1

2方解石｡a1cite

3ざくろ万9a｢net

4蛍石皿｡rite

5自然金go1d

6あられ石ara90nite

7黄鉄鉱pyrite

8硫黄su1fur

9正長石｡rthoc1ase

9(不明)一

g錫万CaSSiterite

9普通輝石augite

9電気石touma1ine

14褐簾石a11anite

15緑柱石bery1

15ベスブ万vesuvianite

15石綿asbestos

15燐灰石aPatite

15玉髄cha1cedony

20閃亜鉛鉱spha1erite

�

�

�

�

�

�

㌷

㌲

㌱

㌱

㌱

㌱

㌱

㌀

㈹

㈹

㈹

㈹

㈹

㈸

�

�

㌀

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

アメ

福

朝

岐

大

山

中

(不

台

福

秋

北海

長

埼

鹿児

岩

栃

静

山

兵

リカ

岡

鮮

阜

分

口

国

明)

湾

島

田

道

野

玉

島

手

木

岡

梨

庫

㈰�

㈰�

��

��

��

ユ51

��

��

��

��

�㌀

��

��

�

�

�

�

�

�

�

レクショソの内容は,その収集家の経歴や好み,広くい

えば人物像をもよく反映Lた個性をもっている,と言え

るのではないだろうか.

8.ひとつの推理

最近,本誌や関係の文献を調べ直してみたら,岡本標

本の数は本誌53号(1959年)によると約2,000点,稲井

(1965)で約3,000点とあり,福岡駐在員事務所(1963.

1966)では約3,500点となっている･今回の調査でも確

かにそのくらいの数は現存するのである･

そこで筆者は,上に述べてきた｢まぼろしの目録｣や

｢同番間題｣の原因について,次のように推理した.

標本は数回にわたって譲渡されたが,それが2,000個

にたったところでカｰドが作られた.そのカｰドの内容

が本所の標本台帳にも登録されて,GEMS番号の基礎

にたった｡その後,標本は追加されて2,425個に達Lた

が,2001番以降のものにはカｰドが作られず,ノｰトた

ど別のところに記録された.

カｰドはさらに鉱物別･産地別など数種が作られた.

ところがこれらのカｰドには標本番号(標本の原番号)が

記入されたかったので,これでは検索カｰドとLての意

味がたく,しかも,これが災いのもとになった疑いがあ

る.

すたわちr岡本鉱物コレクショソ標本目録｣は標本番

号順カｰドに従って作られたが,1001番から2000番まで

の分は,誤って上言己の鉱物別のカｰドを書き写してしま

った｡このために検索不能の｢目録｣が出来てしまっ

た.

1990年11月号

その数年後,さらに約1,500個の標本が追

加され,これらは増備された木製標本戸棚に

納められた.(筆者は戸棚のうち数個は1色などが

少し違って新しい感じだったのを記慮している.)

そして極めてまずいことに,この追加標本に

再び1番からの番号が付げられた.しかも追

加標本の記録は残されたかった｡

それからしぱらく経ち,おそらく庁舎が現

在の場所(南区塩原)に移転した機会に･標

本が鉱物の種類別に分類し直されて,一部は

ガラスケｰスに展示され,他は木製戸棚に収

納された､この結果,上記の追加標本はそれ

以前の標本と完全に混じり合ってしまい,記

録のたい追加標本は｢幽霊｣状態のままで最

近に及んだ｡

どうやら,今回発見されたトラブルは･い

くつかのミスが複合した結果らしい.岡本博

士から譲渡された標本の利用･普及を目指して,検索カ

ｰドや目録を粒々辛苦作り上げた福岡駐在員事務所の努

カは並大低ではなかったと推察する.しかし,その意気

込みとは裏腹に,肝腎た所のネジが1本欠落したような

結果にたったのは不幸であった.

このようたr番号｣に対する認識の甘さは本所も五十

歩百歩のところがある.展示標本にGEMSまがいの番

号を付げたために混乱が増した.改番したのたら･新し

い番号に基づくリストを,ただちに標本を所蔵する所へ

渡すのが常識である.本所の地質標準課ともあろうもの

が,極めて非事務的で素人っぽい･

おありに

最後は,やや手厳しい小言にもなったが,大量な惜報

を処理するには,それなりの計画性や周到さが要求され

る.論文たどは長くなれぱ長くたるほど,ある種の｢精

密機械｣のようた性質を帯びて,あとからの手直しや全

体の統一が難しくたるのを体験した諸氏は多いと思う.

大量の標本も原理的にはこれと同じである.今回述べた

ような各種の間題点は,物事を大量に処理または管理L

ようとする老への｢他山の石｣でもある.

このr大作戦｣を通じて筆老が感じたもうひとつは･

今回のようた標本の整理作業はパｰソナルコソピェｰタ

なしには出来たかったという点である･デｰタの入力

(ワｰドブロセツサ),ソｰト･検索･集計,それにGEMS

番号の付番やラベルの発行など,さまざまな用途にコソ

ピュｰタを駆使Lた.これがたげれぱ,正確な仕事を短

時問にできなかった｡いや,コソピュｰタがなかった�
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ら,こんだ手間のかかる仕事は,最初からやる気にもた

らなかったであろう.

私財を投じて収集した大量の標本を,1959年に地質調

査所に譲渡した岡本博士は,その翌年には逝去した｡そ

れから約30年経ち,今日のようなオフィスオｰトメｰシ

ョン(0A)時代になって,やっと博士の遺志に応えられ

たような気もする.とにかく,岡本標本に関する記載鉱

物学的研究の基礎資料が,一応出来上がったわげで,こ

れら鉱物標本の研究は,むしろこれからである.

所.地質ニュｰス,no.146,1-6.
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桜井欣一博士紫綬褒賞受賞記念特別号,31-32･

吉井守正(1990a):九州地域地質センタｰの未公表資料が語る

戦中戦後史.地質ニュｰス,no.426,42-4&

吉井守正(1990b):九州地域地質センタｰの岡本鉱物標本,1･

岡本要八郎博士との出会い.地質ニュｰス,n〇一433,45-50.

吉井守正(1990c):岡本標本にまつわる岡本要八郎博士と木下

亀城教授の談話.地質調査所研究資料集,no.145,30p.

吉井守正･原田種成(1989):岡本鉱物標本目録応急修正版,1･

展示標本の部｡地質調査所研究資料集,no･127,60p･

引用文献

福岡駐在員事務所(1963):支所･駐在員事務所を尋ねて(7)福

岡駐在員事務所.地質ニュｰス,n0･105,45･

福岡駐在員事務所(1966):創立20周年を迎えた福岡駐在員事務

����物���������潴潭楮敲���散�

瑩潮���楳楯湯晴����

<受付:1990年5月1日>

新刊紹介

“亙pi危he亙ma亙Go旦aM亘㎜er釧且za舖⑰困｡ft臨eC虹6双㎜一

Pa61価6Geo互｡gy,Ge06he㎜蝸粒y,O亙量g量孤我双唖亙xp五〇･

醐ti0阯"(環太平洋の浅熱水性金鉱化作用一地質,地球化学,

起源および探査),Iおよびn(全2巻),J.W.Hedenqu1st,

NlC.White,G.Sidd1ey編.Associat五〇nofExp1ora･

瑩潮���浩���捩�偵�楣慴楯湎��愬�戀

(“JournalofGeochemica1Exp1oration"Vo1.35,No.1-3

およびVo1.36,No.1-3の単行本化),447pおよび474p,

Elsevier刊,1990年.

現在の世界の金生産の大半はまだ南ア連邦,カナダ東

部,オｰストラリア西部だとの先カンブリア時代の鉱床

からもたらされてはいるものの,現在探査活動が最も活

発に行われ,かつ,それに応じて,LadO1am(PNG),

Go1dStrike(アメリカ)だとの金量500トンを超える巨

大鉱床をはじめとする大観模鉱床の発見があいついでい

るのは我が国を含む環太平洋地域である.

ここに紹介する論文集は,昨年度以来我が地質調査所

の研究員として活躍しているHedenquist博士が中心と

たって編集Lた環太平洋地域の浅熱水性金鉱床に関す

る,最近の調査結果･研究成果の集大成である.掲載さ

れた論文数はI,■巻併せて26篇で,これらは,①鉱床

各論(インドネシアのKe1ianとMt1Muro,PNGのPor-

geraとUmma,フィリピンのAcupan,Na1esbitanなど,

日奉の菱刈,チリのE1Indio,フィジｰのEmperorなど8ヶ

国の11鉱床について14篇),②地域各論(北セレベス,カムチ

ャッカ,アメリカ西部,チリなど7地域8篇),⑧トピック毎

の論説(岩石地球化学,物理探査,成因論総など4篇)の3

つのグルｰプに分かれている.

このように地域的にも手法的にも多岐にわたる内容で

あるが,編集方針はきわめて明解で,鉱床形成の規制要

因をより良く理解するために地質的,地球化学的,地球

物理的特徴を明らかにし,それにより今後の探査に役立

たせることである,と編者の序言に述べられている.特

に,実際の探査に現実的に役立たせようという配慮はす

べての論文に明らかに認められる.例えば,鉱床各説の

論文には鉱山側の未公表デｰタが数多く含まれ,かつそ

の多くには鉱床発見に至る経緯や類似鉱床の探査の為の

提言が記されている.

一方,巻頭言でR.W.Hen1ey博士が,鉱化作用の真の

理解の為には,その地域での造構運動の進化のどの段階

で,どのようた性格のマグマ活動によりもたらされたの

か,などの総体的な地質的枠組みの中で鉱化作用を考え

ることの重要性を述べているが,この考えが編集方針と

しても貫かれていることは,各論文に共通して見られる

地質的記載の豊富さと,対象とたった鉱床タイプの多様

さ(超高品位が特徴の菱刈,酸性一硫酸塩型のE1Indio,アル

カリ岩に伴うEmperorなども含む)とが示している.その

結果,1論文当り平均35ぺ一ジと,この種の論文集とし

ては異例の長さになっているが,総体的にはまだ明確た

探査モデルが確立されていたい現段階では,出来るだけ

詳細,かつ,具体的たデｰタを読者に提供するのだとい

う編者および執筆者の誠実た姿勢の表われといえよう.

こうして,本書は実際の探査に当たる人達への有用たガ

イドブックであると同時に,鉱床成因論に興味を持つ研

究者への優れた教科書でもあるという,一見矛盾しなが

ら実際には共通点の多かるべき2つの側面を見事に兼ね

備えたものとなっているのである.

(地質調査所鉱物資源部富樫幸雄)
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